















Issues of “education that integrates humanities and medicine” seen 
from the motivation for admission and the actual feeling of learning in 
new undergraduate students


































































学部全体 子ども学科 スポーツ学科 学部全体 子ども学科 スポーツ学科
度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 %
男 71 50.7 16 29.6 55 64.0 71 52.2 15 27.3 56 69.1
女 69 49.3 38 70.4 31 36.0 65 47.8 40 72.7 25 30.9
合計 140 100.0 54 100.0 86 100.0 136 100.0 55 100.0 81 100.0
項目
3期生（調査時期：2019年7月） 4期生（調査時期：2020年7月）
学部全体 子ども学科 スポーツ学科 学部全体 子ども学科 スポーツ学科
度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 % 度数 %
男 63 50.4 8 17.0 55 70.5 58 55.2 13 32.5 45 69.2
女 62 49.6 39 83.0 23 29.5 47 44.8 27 67.5 20 30.8


































































































































































因子 全体 子ども学科 スポーツ学科M SD M SD M SD
F1.資格・専門性 4.26 0.63 4.35 0.66 4.20 0.61
F2.内的期待 3.48 0.84 3.59 1.00 3.41 0.72
F3.外的期待 2.90 0.90 2.98 0.90 2.85 0.89







クラスター N % N % N %
G1.無目的 66 52.0 20 40.8 46 59.0
G2.専門性高 29 22.8 12 24.5 17 21.8
G3.期待高 18 14.2 12 24.5 ６ 7.7
G4.未決定 14 11.0 ５ 10.2 ９ 11.5








因子 全体 子ども学科 スポーツ学科M SD M SD M SD
F1.資格 4.09 0.87 4.20 0.67 4.01 0.98
F2.専門性 3.74 0.90 3.64 0.82 3.81 0.95
F3.大学の独自性 3.30 0.99 3.44 1.03 3.21 0.97







クラスター N % N % N %
G1.入学期待高 82 64.1 37 69.8 45 60.0
G2.資格期待低 18 14.1 5 9.4 13 17.3
G3.内発的期待高 17 13.3 6 11.3 11 14.7
G4.入学期待低 11 8.6 5 9.4 6 8.0








因子 全体 子ども学科 スポーツ学科M SD M SD M SD
F1.資格取得 4.17 0.63 4.10 0.61 4.21 0.64
F2.大学特性による
　 	自己形成 3.28 0.71 3.45 0.75 3.17 0.68
F3.就活成就 2.96 0.80 2.93 0.78 2.98 0.82







クラスター N % N % N %
G1.期待高位 38 34.5 14 35.9 24 33.8
G2.入学満足 29 26.4 11 28.2 18 25.4
G3.偏差値との適合 22 20.0 7 17.9 15 21.1
G4.資格取得 21 19.1 7 17.9 14 19.7









因子 全体 子ども学科 スポーツ学科M SD M SD M SD
F1.資格取得 3.89 0.82 4.05 1.28 3.74 1.03
F2.大学特性による
　 	自己形成 3.86 0.65 3.91 1.02 3.82 0.82
F3.偏差値との適合 2.79 0.94 2.80 1.46 2.77 1.18







クラスター N % N % N %
G1.入学満足 34 36.2 16 43.2 18 31.6
G2.偏差値との適合 23 24.5 7 18.9 16 28.1
G3.資格取得 20 21.3 9 24.3 11 19.3
G4.期待低位 17 18.1 5 13.5 12 21.1







































































††† 子ども学科 n=35，スポーツ学科 n=49
１年次
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３年次
４年次
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１年次
２年次
３年次
４年次
図３　１期生の学びの実感の変遷
項目
［q1］自分の才能を伸ばすことができている
［q2］	文系と医系の連携である「文医融合」
ならではの授業に魅力を感じている
［q3］	専門的な知識や技術を身につけられて
いる
［q4］	授業を通じて，これから専門的知識を学ぶにあたり，
その基礎となる部分を構築しているという実感がある
［q5］知的好奇心が満たされている
［q6］	高い社会的地位を得ることができそう
だ
［q7］	同じような目的を持った友人を得るこ
とができている
［q8］	学科専門の知識だけでなく，他学科の
専門知識も学べている
［q9］	本学部に入学してよかったと感じてい
る
［q10］就職に有利になりそうだ
［q11］人生の視野を広げられている
［q12］自分に合った職業を見つけられそうだ
［q13］幅広い教養を身につけられている
［q14］	医学部があり，医学的な知識も学べて
いる
［q15］社会に通用する肩書きが得られそうだ
［q16］青春をエンジョイできている
［q17］	就職後，より高い役職に就くことがで
きそうだ
［q18］	興味のある分野を深く掘り下げられて
いる
［q19］希望している資格がとれそうだ
［q20］得意とすることを追求できている
［q21］	就職後，多くの収入・給与を得ること
ができそうだ
［q22］	地域に根差した教育に魅力を感じてい
る
† n=86
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以上のように，１期生の学生生活の充実度や学びの実感の変遷は，１～３学年と年次が上がるに
つれて多くの項目でポイントを下げる一方で，４年次に多くの項目でポイントが上がる（回復させ
る）傾向を確認できた。また，その傾向は，スポーツ医科学科において顕著であったといえよう。
５．今後の課題
本研究では，１～４期生における入学動機の差異を把握するとともに，１期生の学生生活の充実
度と学びの実感の変遷（４年間）を確認してきた。これらの結果を踏まえ，最後に本学部が目指す
「文医融合」教育の課題を提示したい。
第一に，両学科において取得できる資格教育の充実が挙げられる。本学部は「文医融合」という
学部コンセプトを掲げ，文系学部でありながら医学部との連携・協働した資格教育カリキュラムを
展開している。この資格教育に対する学生の期待は，入学動機要素の特徴（「資格取得」動機が１期
生～４期生の共通した入学動機要素であったこと）からも大きいことがうかがえよう。しかしなが
ら，学生生活における「授業」の充実度や，学びの実感における１年次から３年次までの専門性や
資格に関する項目（［q3］，［q4］，［q19］）でポイントの低下がみられた。このことから，基礎科目
から応用科目に至る過程において専門性の習得を実感できるカリキュラムの順序性（スコープやシー
クエンス）を検討していくことは喫緊の課題であるといえよう。
第二に，多様な学習機会（大学内外の教育活動）の創出が挙げられる。久留米大学の基本理念「人
間性豊かな実践的人材の育成」に基づき，新学部（人間健康学部）では，「乳幼児から高齢者まで生
涯を通じた健康づくりに貢献できる人材の育成」を教育理念として掲げている。今回，学生生活に
おける「学内でのボランティア活動」や「個人でのボランティア活動」の充実度が１年次～４年次
にかけてポイントの上昇がみられることは，学部学生たちが大学内外での活動を拡げていったと評
価することができる。このことから，大学内外のフィールドを活用した教育活動（実習やインター
ンシップ，ボランティア活動など）の充実は，新学部の教育理念に則した取り組みとして重要視し
なければならないといえよう。
最後に，教員と学生との質の高い関係の構築が挙げられる。今回の入学動機の差異で３期生以降
にみられる「偏差値との適合」動機は，自分の学力で入学可能であったから希望したという学生の
動機であり，いうなれば，本学が第一希望ではなかった学生が入学していることがうかがえる。し
かしながら，１期生における学生生活の「友人との関係」や「教員との関係」や学びの実感の多く
の項目で４年次のポイントが高い（回復している）項目が多い事を勘案すれば，カリキュラムや指
導方針により，学生生活を充実したものにつながる可能性もあると考えられる。よって，教員と学
生，学生同士の関係性の質的向上を意識する必要があるといえよう。特に，学生の修学に対する戸
惑いに対して，教員が真摯に向き合う姿勢は，今後一層求められるのかもしれない。
以上のように，本学部における「文医融合」教育の課題を指摘できるが，学生生活における充実
度および学びの実感に関する変遷，いうなれば，新学部学生の学びの成果は，１期生の実態に基づ
き考察をおこなった。ゆえに，入学動機が異なる学生達（２期生～４期生）の学びの実感を把握す
ることは，上記に指摘した課題の妥当性・信頼性を高めるためにも今後必要な作業になるといえよ
う。
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注
１．入学動機のデータは，１期生～３期生が対面調査で４期生が web調査で実施・回収したデータを使用してい
る。また，学びの実感（１期生）のデータは，１年次～３年次が対面調査で４年次が web調査で実施・回収
したデータを使用している。
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